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船
橋
市
は
、
2
0
1
2
年
度
に
策
定
し

た
図
書
館
推
進
計
画
に
「
業
務
委
託
の
導

入
と
指
定
管
理
者
制
度
の
調
査
研
究
」
を

盛
込
み
、
図
書
館
の
民
営
化
を
継
続
的
に

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
県
武
雄
市
な
ど
で
、
図
書
館
の
運

営
を
レ
ン
タ
ル
ソ
フ
ト
店
「
Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ

Ａ
」
を
企
画
し
て
い
る
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
に

委
託
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
実
態
は
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
の

は
併
設
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
蔦
屋
書

店
ば
か
り
で
、
図
書
館
の
登
録
者
数
は
激

減
、 

Ｃ
Ｃ
Ｃ
関
連
会
社
の
中
古
本
を
選
書

し
た
り
、
郷
土
資
料
を
廃
棄
す
る
な
ど
図

書
館
と
は
異
質
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

ま
た
、
専
門
性
と
経
験
が
求
め
ら
れ
る

図
書
館
職
員
で
す
が
、
委
託
期
間
が
3
年

程
度
で
入
札
が
行
わ
れ
る
た
め
、
職
員
の

雇
用
も
1
年
契
約
な
ど
不
安
定
雇
用
と
な

り
、
直
営
と
比
べ
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
確
保

が
困
難
で
す
。

　

市
立
図
書
館
は
「
市
民
の
書
斎
」
「
情

報
拠
点
」
で
あ
り
、
「
郷
土
の
歴
史
と
文

化
を
伝
え
る
」
、
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
を

支
援
し
豊
か
に
生
き
る
力
を
育
む
」
と
い

う
役
割
が
あ
り
ま
す
。
民
営
化
に
よ
っ
て

サ
ー
ビ
ス
が
後
退
す
れ
ば
、
だ
れ
も
が
自

由
に
学
ぶ
・
知
る
と
い
う
民
主
主
義
を
支

え
る
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
く

な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
を
議
会
で
取
り
上
げ
、
市
立

図
書
館
の
運
営
は
、
今
後
も
直
営
を
堅
持

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
質
問
に
対
し
、

生
涯
学
習
部
長
は
「
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
整
理
し
て
一
定
の
方
向
性
を
出

し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

民
営
化
検
討
す
る
図
書
館
協
議
会

図
書
館
の
運
営
は
直
営
堅
持
を

図
書
館
で
は
な
く
な
っ
た

　
　     
「
ツ
タ
ヤ
図
書
館
」

　

12
月
9
日
、
船
橋
市
図
書
館
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
船
橋
市
の
図
書
館
の
「
目
指

す
姿
と
そ
の
運
営
に
つ
い
て
」
が
議
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
検
討
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
求
め
る
意
見

や
、
慎
重
に
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
だ
さ

れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
2
月
に
図
書
館

協
議
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
直
営
が

堅
持
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
す
。

　

図
書
館
の
民
営
化
は
、
私
た
ち
の
〝
ま

ち
〟
の
民
主
主
義
が
問
わ
れ
る
問
題
で

す
。
船
橋
市
の
図
書
館
運
営
は
、
直
営
を

堅
持
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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辺野古辺野古

米
軍
新
基
地
建
設
推
進
の

　
　

     

陳
情
は
不
採
択
に

米
軍
新
基
地
建
設
推
進
の

　
　

     

陳
情
は
不
採
択
に

　

第
4
回
船
橋
市
定
例
議
会
に
、
『
沖

縄
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設

建
設
の
早
期
実
現
、
沖
縄
米
軍
基
地

の
整
理
縮
小
及
び
負
担
軽
減
を
求
め

る
陳
情
』
が
送
付
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
新
聞
の
報
道
で
は
名
護
市
議
会

内
の
米
軍
新
基
地
建
設
推
進
派
の
市

議
が
全
国
約
8
0
0
の
市
議
会
な
ど

に
送
付
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
内
容
は
「
辺
野
古
区
は
移
設

に
つ
い
て
容
認
し
、
協
力
し
て
き

た
。
地
元
の
民
意
が
伝
え
ら
れ
な
い

状
況
が
あ
る
」
「
移
設
工
事
を
着
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

「
沖
縄
に
集
中
す
る
基
地
の
整
理
縮

小
を
全
国
の
自
治
体
で
議
論
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

12
月
7
日
に
開
か
れ
た
船
橋
市
議

会
総
務
委
員
会
で
は
、
日
本
共
産
党

は
「
陳
情
は
知
事
選
、
市
長
選
、
衆

議
院
選
挙
と
繰
り
返
し
辺
野
古
へ
の

米
軍
基
地
建
設
反
対
の
意
思
表
示
が

行
わ
れ
た
沖
縄
の
民
意
と
は
反
対
の

主
張
で
あ
る
。
基
地
建
設
反
対
が
沖

縄
の
民
意
で
あ
る
こ
と
は
揺
る
が
な

い
も
の
で
、
沖
縄
の
住
民
を
分
断
す

る
よ
う
な
主
張
は
悪
質
。
他
の
自
治

体
に
出
し
て
く
る
や
り
方
も
お
か
し

い
」
と
反
対
を
主
張
。

　

公
明
党
は
「
普
天
間
基
地
の
辺
野

古
へ
の
移
設
は
日
米
合
意
で
あ
り
、

歴
代
の
市
長
や
知
事
も
同
意
し
て
き

た
も
の
。
党
と
し
て
辺
野
古
移
設
の

理
解
を
、
丁
寧
な
説
明
を
行
う
よ
う

政
府
に
求
め
て
い
る
。
米
軍
基
地
の

本
土
へ
の
訓
練
移
転
に
よ
る
沖
縄
の

基
地
負
担
軽
減
な
ど
陳
情
と
意
見
は

一
致
し
て
い
る
」
と
採
択
を
主
張
。

他
の
会
派
か
ら
は
、
討
論
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
多
数

で
採
択
と
な
り
ま
し
た
（
賛
成
は
公

明
、
自
民
、
市
政
、
研
政
の
5
人
、

反
対
は
共
産
、
清
風
、
新
成
の
4

人
）
。

　

採
択
さ
れ
た
総
務
委
員
会
の
結
果

が
報
道
さ
れ
る
と
、
「
船
橋
市
議
会

で
建
設
推
進

の
陳
情
を
採

択
さ
せ
て
は

い
け
な
い
」

と
、
多
く
の

市
民
が
議
員

へ
の
要
請
行

動
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

18
日
の
本
会
議
で
は
多
く
の
傍
聴

者
が
集
ま
り
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の

中
、
採
決
が
行
わ
れ
、
不
採
択
が
決

ま
る
と
傍
聴
席
、
議
席
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

本会議での各会派の態度
(議長を除く。賛成：22、反対：27)

会派名(人数) 態度

公明党（10）

自由民主党（５）

市政会（４）

研政会（３）

日本共産党（８）

船橋清風会（６）

新成(６)

市民社会ネットワーク(４)

民主党（３）

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

反対

反対

反対

反対

436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

1月20日（水）
弁護士が相談を受けます

ミニにゅうす　2016年１月11日 No.862（２）


